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持続可能性確保に向けたＧＡＰの活用

市場のグローバル化

・ 消費者に届くまでの食料供給の流れの複雑化
→流通過程の不透明化
→消費者の不信・不安が拡大

・ 国内の農産物等の市場が海外に拡大
→世界をとりまく動きへの対応

国内
市場

国際市場

国内
市場

世界をとりまく動き

パリ協定の採択 2015

ＳＤＧｓの採択 2015
（Sustainable Development Goals）
【持続可能な開発目標】

反倫理的活動への批判

様々な問題がＳＮＳ等の発達
により拡散しやすい状況

世界的な人口の増加
による食糧不足 環境破壊の進行

奴隷、児童労働などの人権問題

気候変動

ＥＳＧ投資家の登場

環境
Environment

企業統治
Governance 

社会
Social 

食品安全

人権保護

環境保全
労働安全

農場経営管理

生物多様性への配慮
温室効果ガスの発生抑制

使用者と労働者との
コミュニケーション、労働条件の提示 教育訓練や内部点検の実施

名古屋議定書の採択 2010

ビジネスや消費者の動き

求められる安全性・持続可能性への対応
「見えない価値」が重視

食品安全、環境保全、労働安全、人権保護

見えない価値見える価値

価格、機能
デザイン

→ 取引の際の信頼確保へ

審査

国際水準
ＧＡＰの実施 客観的な証明

「見えない価値」の見える化

ＧＡＰ認証

【遺伝資源の利用】

【気候変動への対応】

に関する情報を意識的に考慮して行う投資
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農業面での持続可能性の確保



食料・農業・農村基本計画～我が国の食と活力ある農業・農村を次の世代につなぐために～ （令和２年３月３１日閣議決定）（抜粋）

ＧＡＰに関する国の施策の位置付け

「経済財政運営と改革の基本方針2019（骨太方針）」（令和元年6月21日閣議決定）（抜粋）

第２章 Society 5.0 時代にふさわしい仕組みづくり

３．地方創生の推進

（２）地域産業の活性化

② 農林水産業の活性化

JAS、ＨＡＣＣＰ、ＧＡＰなど規格・認証の活用や国際規格化を推進する。

成長戦略フォローアップ

Ⅲ． 人口減少下での地方施策の強化

７． 農林水産業全体にわたる改革とスマート農林水産業の実現

（２）新たに講ずべき具体的施策

ⅰ） 農業改革の加速

① 生産現場の強化

ア） 人口減少下においても力強い農業構造の構築と人材の育成

・農業者が減少する中、農業生産を持続的に行っていくため、地縁的まとまりにとらわれず、農業者と協業しつつ、農産物買取り、農産物加工・

供給量調整等による付加価値向上、農作業代行、GAP（農業生産工程管理）指導、ICT活用等を創意工夫により行う新たな生産事業体の展開

を推進する。

ⅱ） 輸出の促進

・2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会も契機として、国際水準のGAP、JAS（日本農林規格）、有機、GI（地理的表示）、水産エコラベ

ル等の規格・認証や知的財産の戦略的活用を推進する。

「成長戦略実行計画・成長戦略フォローアップ・令和元年度革新的事業活動に関する実行計画 」（令和元年6月21日閣議決定）（抜粋）
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２．農業の持続的な発展に関する施策

（６）需要構造等の変化に対応した生産基盤の強化と流通・加工構造の合理化

④ 農業生産工程管理の推進と効果的な農作業安全対策の展開

ア 農業生産工程管理の推進

食品安全や環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理等に資する農業生産工程管理（GAP）について、

令和12年までにほぼ全ての産地で国際水準GAPが実施されるよう、現場での効果的な指導方法の確立や産地単位での導入を推進する。



ＧＡＰに関する農業者の意識・意向調査 結果概要

（１）ＧＡＰの認知度について

ア ＧＡＰについて知っていたか

（有効回答数：2,535）

ウ ＧＡＰ認証を取得している、又は取り組んでいる理由

（有効回答数：2,535）

・知っていた

・聞いたことはあるが、内容は知らなかった

・知らなかった

・無回答

21.4％

24.1％

54.4％

0.2％

2.1％

3.0％

12.1％

82.0％

0.9％

◯ 調査の目的

ＧＡＰの取組・認証取得の拡大に向けて、農業者のＧＡＰに関する意向等を把握するため、アンケート調査を実施。
（令和元年10月～令和元年12月。有効回答数は2,535。）

◯ 主な回答結果

令和元年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意向調査（農林水産省大臣官房統計部）

（２）ＧＡＰ認証の取得等について

イ 現在ＧＡＰに取り組んでいるか

・すでに民間のＧＡＰ認証を取得している

・民間のＧＡＰ認証を取得していないが、都道府県ＧＡＰの

確認を受けている

・ＧＡＰ認証は取得していないが、ＧＡＰに取り組んでいる

・ＧＡＰに取り組んでいない

・無回答

・食品の安全確保に役立つため

・農作業時の安全確保に役立つため

・環境保全に役立つため

・品質の向上に役立つため

・農業者として取組むことが当然と考えているため

79.0％

60.6％

58.8％

56.2％

49.8％
※ 回答数上位５つの回答のみ記載 （複数回答、有効回答数：434）

エ ＧＡＰに取り組んでいない理由

・ＧＡＰについて知らなかったため

・ＧＡＰに取り組まなくても販売できるため

・指導者がいないため

・取り組むメリットがないため

・記帳作業の負担が大きいため

64.5％

22.0％

21.8％

18.3％

14.3％

※ 回答数上位５つの回答のみ記載 （複数回答、有効回答数：2,079） 3

Ａ

Ｂ

Ａ 「ＧＡＰに取り組んでいない・無回答」以外を選択した方

Ｂ 「ＧＡＰに取り組んでいない」を選択した方



・ 農業者の皆様に向け、ＧＡＰの実践に必要な情報をまとめたサイトを開設。
・ ＧＡＰの基礎を学べる「オンライン研修」や、審査会社の紹介、ＧＡＰの優良取組事例を掲載し、農業者のＧＡＰへの取組を支援。

農業者向けGAP解説サイト「TRY－GAP！（トライ－ギャップ）」

URL: https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/try-gap.html
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オンライン研修「これから始めるＧＡＰ」

※ このテストの修了証は、環境保全型農業直接支払交付金の支援対象者が提出する、国際水準GAPに関する研修等を受講
したことを証明する書類として使うことができます。

農業者の方をはじめとする多くの方にGAPについて知っていただくきっかけとなるよう、GAPの基礎を無料で学べる
オンライン研修「これから始めるGAP」を設けています。

URL: https://gap.maff.go.jp/index.html

食品安全、環境保全、労働
安全、人権保護、農場経営
管理について学べます。

はじめての方でも取り組み
やすいように、GAPの目的や
メリット等、導入部分も充実
させています。

理解度確認テストは４種類、
各15問です。

どの理解度確認テストでも、
合格すると「修了証※」が
発行されます。

【GAP解説ページ】 【理解度確認テスト】
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令和元年度末時点において、高い水準で指導できると推定される指導員数（指導に必要な知識を習得する
ための研修を受講し、３件以上の指導実績がある者の数）は全国で2,938人

※ 農林水産省農業環境対策課調べ （令和元年度末時点、都道府県から聞き取り）

ＧＡＰ指導体制の構築 〈都道府県別指導体制〉

都道府県 指導員数 都道府県 指導員数 都道府県 指導員数

北海道 109 静岡県 108 岡山県 5

青森県 120 新潟県 61 広島県 4

岩手県 35 富山県 78 山口県 12

宮城県 8 石川県 67 徳島県 19

秋田県 50 福井県 153 香川県 37

山形県 136 岐阜県 124 愛媛県 53

福島県 163 愛知県 133 高知県 45

茨城県 176 三重県 184 福岡県 120

栃木県 32 滋賀県 30 佐賀県 48

群馬県 10 京都府 27 長崎県 46

埼玉県 65 大阪府 17 熊本県 49

千葉県 37 兵庫県 73 大分県 78

東京都 37 奈良県 15 宮崎県 110

神奈川県 27 和歌山県 29 鹿児島県 17

山梨県 12 鳥取県 9 沖縄県 28

長野県 99 島根県 43 合計 2,938 
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都道府県

普及指導員

61％

JA

営農指導員

35％

〈GAP指導員の内訳〉

その他
４％

〈全国における指導員数の推移〉

（単位：人）

当初
（H29.6.1）

290人

H30年度末

時点

2,089人

R元年度末

時点

2,938人



日本での主なＧＡＰ認証

GLOBALG.A.P. ASIAGAP JGAP

運営主体 ＦｏｏｄＰＬＵＳＧｍｂＨ（ドイツ） 一般財団法人 日本ＧＡＰ協会

審査会社

・日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会（東京都）

・テュフズードジャパン（東京都）

・インターテック・サーティフィケーション（東京都）

・Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｕｎｉｏｎ Ｊａｐａｎ （東京都）

・日本品質保証機構（東京都）

・ＳＧＳジャパン（神奈川県）

・インターテック・サーティフィケーション（東京都）

・日本能率協会審査登録センター（東京都）

・Ｓ＆Ｓサーティフィケーション（東京都）

・日本品質保証機構（東京都）

・ビューローベリタスジャパン（神奈川県）

審査費用

約44万円＋旅費
（内訳）
①運営主体への登録料 （面積に応じて増減）
日本の一般的な規模の場合：５～30ユーロ程度

②審査経費

約15万円＋旅費
（内訳）
①運営主体への登録料
（面積によらず一律）
・個別認証：5,000円
・団体認証：2,000円／経営体
②審査経費

約10万円＋旅費
（内訳）
①運営主体への登録料
（面積によらず一律）
・個別認証：5,000円
・団体認証：2,000円／経営体
②審査経費

（参考）
民間コンサルタ
ント費用

40～55万円程度＋旅費
（標準指導日数 ５日間程度）

25～30万円程度＋旅費
（標準指導日数 ５日間程度）

※ 審査会社によっては地方に審査員を配置している場合がある。

※ 民間コンサルタントの受講は、認証取得にあたっての必須要件ではない。 7



認証取得までの流れ（例）

事前準備 （普及指導員・営農指導員やコンサルタント等の専門家による指導を受講）

認証取得 ※事前準備から認証を取得するまで半年から１年程度かかる

審査会社による審査 （数ヶ月前から予約が必要）

最
短
４
ヶ
月
程
度

専門家による指導（５回程度）最
短
３
ヶ
月
程
度

審査員が現地で、必要書類や生産現場での取組を確認。

・基準書の全ての項目について、「適合」、「不適合」、「該当外（適用除外）」のいずれかに区分さ
れ、必須（上位の義務）項目の100％かつ重要（下位の義務）項目の95％以上の適合で合格。
・審査後、決められた期間内に、不適合の指摘を受けた項目を改善し、是正報告書を審査会社
に送付。（必要に応じ再度現地審査が行われる。）

○初回
・経営者・従業員の研修（座学）
・農場内の点検、記帳・記録状況の確認 等
・次回までの改善点を提示

○２回目以降
・改善状況の確認・アドバイス
・必要に応じて追加の研修・指導 等
・次回までの改善点を提示

○最終回
・模擬審査及び応答要領の指導 等

〇基準書（管理点・適合基準）の内容習得

○情報の整備・文書化
・組織図の作成と責任者の決定
・食品安全・環境保全・労働安全に関する
リスク評価と対策
・ルールの策定、生産計画の作成 等

○日頃の作業の実施・改善
・ルールの周知徹底と従業員教育の実施
・生産活動の実施・記帳
・点検と改善 等

農業者の主な取組内容
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参考URL : https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/try-gap.html

https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/try-gap.html


農業高校・農業大学校等におけるGAP認証取得状況

農業高校における認証取得状況

GLOBALG.A.P. ASIAGAP JGAP

北海道 2 6 5

青森県 2 0 1

岩手県 0 0 2

宮城県 0 1 1

秋田県 0 0 1

山形県 0 0 2

福島県 2 1 9

茨城県 1 0 0

栃木県 2 0 2

群馬県 0 1 1

埼玉県 2 0 0

千葉県 0 0 1

東京都 0 0 8

神奈川県 0 0 5

山梨県 0 1 1

長野県 1 0 0

静岡県 0 0 3

新潟県 1 0 0

福井県 0 1 0

岐阜県 1 1 4

愛知県 1 0 2

三重県 2 5 2

滋賀県 0 1 1

京都府 2 0 0

奈良県 0 0 2

和歌山県 0 0 1

鳥取県 0 0 1

・107校の農業高校が、第三者機関によるＧＡＰ認証を取得している。（GLOBALG.A.P.：24校、ASIAGAP：24校、JGAP：71校）
※北海道が１校、福島県が２校、群馬県が１校、岐阜県が１校、愛知県が１校、三重県が３校、滋賀県が１校、山口県が１校でGLOBALG.A.P.、ASIAGAP、JGAPのうち２つ以上の認証を取得。

・29校の農業大学校等が、第三者機関によるＧＡＰ認証を取得している。（GLOBALG.A.P.：12校、ASIAGAP：９校、JGAP：８校）
（農業高校は令和３年６月末時点、農業大学校等は令和３年５月末時点：農林水産省農産局農業環境対策課調べ）

農業大学校等における認証取得状況

GLOBALG.A.P. ASIAGAP JGAP

北海道 0 1 0

岩手県 0 1 0

宮城県 0 0 1

山形県 0 1 0

福島県 0 0 1

茨城県 0 1 1

栃木県 1 0 0

群馬県 0 1 0

千葉県 1 0 0

神奈川県 0 0 1

山梨県 0 0 1

長野県 2 0 0

静岡県 1 0 0

新潟県 1 0 0

岐阜県 0 1 0

三重県 0 1 0

滋賀県 0 1 0

和歌山県 1 0 0

鳥取県 1 0 0

広島県 0 0 1

山口県 0 0 1

愛媛県 1 0 0

高知県 1 0 0

福岡県 1 0 0

大分県 1 0 0

宮崎県 0 1 0

鹿児島県 0 0 1

各農業高校・農業大学校等名、
認証取得品目はQRコード参照

農業高校における認証取得状況

GLOBALG.A.P. ASIAGAP JGAP

島根県 0 0 1

広島県 0 1 0

山口県 0 1 1

徳島県 0 0 1

香川県 0 0 1

愛媛県 4 0 0

高知県 0 0 2

福岡県 1 0 0

佐賀県 0 0 2

長崎県 0 0 1

大分県 0 2 6

宮崎県 0 1 0

鹿児島県 0 1 1
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ＧＡＰに関する流通加工業者の意識・意向調査 結果概要（１）

（１）ＧＡＰの認知度について

ア ＧＡＰについて知っていたか

（有効回答数：1,183）

（２）ＧＡＰ認証取得等農産物の取扱について

イ ＧＡＰ認証取得等農産物の仕入れについて

※ ＧＡＰ認証取得等農産物とは、ＧＡＰ認証（GLOBALG.A.P.、ASIAGAP、JGAP）を取得した農場又は都道
府県ＧＡＰ等に取り組む農場で生産された農産物のことです。

Ａ

Ｂ

（有効回答数：1,183）

・知っていた

・聞いたことはあるが、内容は知らなかった

・知らなかった

・無回答

7.5％

20.6％

71.4％

0.4％
・取引要件にして、仕入れている

・取引要件ではないが、取引の際に優先的に仕入れている

・取引要件や優先取引要件とはしていないが、仕入れている

・仕入れていない

・わからない

・無回答

0.6％

1.3％

3.8％

6.9％

85.0％

2.5％

◯ 調査の目的

農業者によるＧＡＰの取組・認証取得の拡大に向けて、流通加工業者のＧＡＰに関する意向等を把握するため、アンケート調査を実施。
（令和元年10月～令和元年12月。有効回答数は1,183。）

◯ 主な回答結果

令和元年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意向調査（農林水産省大臣官房統計部）
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ＧＡＰに関する流通加工業者の意識・意向調査 結果概要（２）

（２）ＧＡＰ認証取得等農畜産物の取扱について（続き）

ウ ＧＡＰ認証取得等農産物を仕入れている目的等

エ 今後、ＧＡＰ認証取得等農産物の仕入れ量を増やしたいか

Ａ 「仕入れていない・わからない」以外を選択した方

※ 回答数上位５つの回答のみ記載 （複数回答、有効回答数：67）

オ 今後、ＧＡＰ認証取得等農産物を仕入れる予定について

・食品の安全性がより一層高まるため

・より優れた品質の農産物を仕入れるため

・取引先や消費者に説明できるため

・問題が発生した際に、回収の範囲を特定しや

すいため

・企業の社会的責任を果たすため

62.7％

41.8％

35.8％

29.9％

23.9％

・現状維持の意向がある

・国産のＧＡＰ認証取得等農産物の仕入れ量を増や

す意向がある

・仕入れ量に関心はあるが、判らない

・国産か外国産を問わずＧＡＰ認証取得等農産物の

仕入れ量を増やす意向がある

・無回答

31.3％

23.9％

16.4％

10.4％

10.4％

カ ＧＡＰ認証取得等農産物を仕入れない理由

Ｂ 「仕入れていない・わからない」を選択した方

（有効回答数：1,087）

・取引要件として、仕入れる予定がある

・取引要件とはしないが優先的に仕入れる予定がある

・仕入れる予定はない

・わからない

・無回答

1.9％

8.9％

15.2％

69.4％

4.6％

・仕入れ方がわからないため

・ＧＡＰ認証取得等農産物の生産者または産地に関する

情報が不足しているため

・必要性を感じないため

・仕入れ先が取り扱ってないため

・その他

44.9％

39.9％

34.8％

19.0％

18.1％
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ＧＡＰに関する消費者の意識・意向調査 結果概要

◯ 調査の目的

ＧＡＰの取組やＧＡＰ認証に対する消費者の認知度や意識を把握するためにアンケート調査を実施。
（令和元年10月～令和元年12月。有効回答数は1,000。）

◯ 主な回答結果

（１）ＧＡＰの認知度

ア ＧＡＰについて知っていたか

（２）農産物取引におけるＧＡＰ認証の要件化等についての評価

イ 国内の食品関係企業（食品製造・卸売・小売・外食等）が、農産物の取引に当たって
ＧＡＰ認証を取引の要件としたり、優先的に取引することを評価するか

令和元年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意向調査（農林水産省大臣官房統計部）

（３）ＧＡＰ認証を受けて生産された農産物の購入意向

ウ 今後、ＧＡＰ認証を受けた農産物を購入したいか

・知っていた

・聞いたことはあるが、内容は知らなかった

・知らなかった

11.6％

16.3％

72.1％

・評価する

・評価しない

・わからない、どちらともいえない

47.0％

5.0％

48.0％

・割高になっても購入したい

・同程度の価格であれば購入したい

・購入したいと思わない

8.6％

77.1％

14.3％
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・ 各都道府県におけるＧＡＰ認証の取組状況や、ＧＡＰに取り組んで生産された農産物に触れていただけるような関連イベントの
情報などを掲載。

・ 各地におけるＧＡＰに関する積極的な取組を紹介することで、一般消費者の皆様にもＧＡＰへの関心を持っていただき、農業者
の取組を後押し。

消費者向けＧＡＰ情報発信サイト「ＧＡＰ－ｉｎｆｏ（ギャップ－インフォ）」

URL: https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/gap-info.html
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消費者へのＰＲを通じたＧＡＰの理解度向上への取組

都内にある各県アンテナショップを活用したＧＡＰ認証農産物の販売、県や大規模小売店と連携したＧＡＰイベント
の開催を通じて消費者へのＧＡＰのＰＲを実施。

6

○期間
令和元年７月上旬～10月中旬

○開催アンテナショップ等
宮城県、福島県、三重県、島根県、広島県、香川県
都内レストラン（北海道、福島県、岐阜県）

○活動概要
・各県産のGAP認証農産物の販売フェア実施
・レストランでのGAP認証農産物を食材としたGAPメニューフェア実施
・食材を通じたGAPの取組紹介

GAPアンテナショップ等の取組（農業で“ＧＡＰ”!? In Tokyo）

開催県紹介チラシの配布

○ 埼玉県イベント
日時：令和元年７月20日(土)～21日(日)
場所：イオンレイクタウン（越谷市）
※ 両日で3,000名以上GAPブースに来訪

○ 千葉県イベント
日時：令和元年７月27日(土)～28日(日)
場所：イオンモール幕張新都心（千葉市）
※ 両日で2,500名以上GAPブースに来訪

（活動概要）
・GAPクイズ実施による県産のGAP認証農産物のプレゼント
・パネル展示によるGAPや県内の取組の紹介

東京2020大会連動GAPイベント（Tokyo 2020 1 Year to Go !）

GAPの紹介 GAPクイズ

GAP認証農産物のプレゼント

“ ”ってなあに？？

は ood gricultural ractice（良い農業の取りくみ）

持続可能な社会につながる

“GOODな農業”の取りくみです

・ 食卓に安全安心を届けます → 消費者に

・ 住みよい環境を守ります → 地 球に

・ 生産者の笑顔を守ります → 生産者に

農産物を手にとってみませんか

ＧＡＰを知り、ＧＡＰ農産物を食べてみませんか！！

○ 期間：2019年７月～10月

○ 場所：都内６会場
詳しくは うら面をご覧ください

GAPのイベント等の
情報は、こちら!!

GAPを詳しく知りたい
場合は、こちら!!
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